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　従来のRI映像系ではCollimator＋scintilator＋

photomultiplierの形式によっているが，　RI系の総合

MTFは殆んどCollimatorの指向性関数によって支配

されている．近来シンチカメラの開発使用と相侯って

4000孔Collimatorまたはそれ以上のものも使用され始

めたり，モザイク型検出系を使用した静止型映像系の開

発もあるが，Collimator形式，検出形式は著変がない．

著者らはRI系のMTFの測定，映像のMTFによる
改善に努めているが，RI映像系そのものの性能向上の

ため，検出系およびCollimatorの改良を目指してい

る．すなわち，Geometrically　coincident　col1imatorお

よびグラスファイバー型検出系についての試作実験につ

いて報告する．

　Geometrically　coincident　collimatorについて，極め

て指向性の高いものを作るため，相似性の極めてよい多

孔鉛板2枚を一定間隔で排列した．実験段階では孔は平

行排列とした．上下の各孔は夫々対応を極めてよくし

た．

　検出系：上記のものを従来のアンガー一一型のシンチカメ

ラやその他のものを併用してもよいが，経済性を考えて

イメージホルシコン使用を考えたが，γ線直接の1．0．

光電面刺激は感度が悪いので，上記Collimatorにグラ

スファイバー形式の変換検出系を夫々対応して性能向上

を計ったのでその結果を報告する．
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88．大型シンチカメラの使用経験について
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　大型Nal結晶（直径15i／4インチ×1／2インチ高）の

シンチ・カメラを臨床使用に供して一年以上を経過し

た．このカメラは視野の拡大と解像力の向上とを目標と

して試作されたものであり，位置情報を遅延電線方式に

よって得ている．カメラの構造および特性に関しては前

年度の本総会において発表された．

　〔目的〕　各種疾患について大型シンチカメラの一年間

の使用経験をもととして，その臨床的有用性を検討する

ことが研究の目的である．

　〔方法および結果〕　ファントーム実験では平行多孔コ

リメータを使用した場合の有効視野は直径33cmであ

る．大多数の症例において，肝と脾，両側肺，全骨盤と

腰椎などをそれぞれ同一視野内に入れ，ポラロイド・フ

イルムに記録することができる．拡散型コリメータのよ

うに像の歪は認められず，臓器の相互比較に有利であ

る．とくに肺のi33Xeによる機能シンチグラムでは，両

側肺が同一視野内に入ることは左右の肺機能の比較に都

合がよい．

　しかし，脳または脳室シンチグラムでは，視野が反っ

て大きすぎるために，ポラロイド・フイルムの像が小さ

く描写される結果となる．感度を余り低下をせずに拡大

像を得て，解像力を高める方法として収敏型コリメータ

の使用が考えられる．中小臓器のシンチグラムに収敏型

コリメータを使用する方法を検討した．

　シンチカメラの大型化および高解像力をすすめること

は重要と考えるが，この場合最も問題となることは検出

面感度を均一に保つことおよび像の歪を少くすることで

ある．これらに関して基礎実験を行い，また臨床例につ

いて検討を行った．
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